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I T人材需要の変化①
 経済産業省では、IT人材の需給モデルを構築し、既存の統計調査等のデータをもとにわが国IT
人材数の推計を行った。その結果、若年層の人口減少に伴って、2019年をピークにIT関連産業
への入職者は退職者を下回り、IT人材は減少に向かうと予想されている。また、IT人材の平均年
齢は2030年まで上昇の一途をたどり、高齢化が進展することも予想されている。その一方で、IT
需要予測から推計されるIT人材需要との需給ギャップから2030年までのIT人材の不足数を推計
すると、労働集約業態となっている日本のIT人材の低生産性を前提とすれば、将来的に40～80
万人の規模で不足が生じる懸念があることも試算された。

出典：経済産業省「ITベンチャー等によるイノベーション促進のための人材育成・確保モデル事業」
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2010年国勢調査
2020年の推計結果
2030年の推計結果
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人材供給は
2019年を
ピークに減少

現在の不足数

今回の推計では、将来の市場拡大見通しによって低位・中位・高位の３種のシナリオを設定。低位シナリオでは市場の伸び率を1%程度、高位シナリオでは市場の伸び率を2～
4％程度（アンケート結果に基づく将来見込み）、中位シナリオはその中間（1.5~ 2.5%程度）と仮定した。さらに、低位・中位・高位の各シナリオにつき、今後の労働生産性
に変化がない場合と、労働生産性が毎年1%及び3%向上する場合の3種類の推計結果を算出した。

2030年の
人材不足数

（数値は2015年を100としたときの市場規模）

約79万人
（高位シナリオ）

約59万人
（中位シナリオ）

約41万人
（低位シナリオ）

人
材
数

IT人材の供給動向の予測と平均年齢の推移 IT関連産業における年代別人材構成の変化


